
ナンバンギセル
（はまうつぼ科）

葉
緑
素
を
全
く
含
ま
ず

、
ス

ス
キ
な
ど
の
根
に
寄
生
し

、
宿

主
か
ら
養
分
を
も
ら

っ
て
成
長

す
る
一
年
草

。
高
さ
二
〇
㎝
程

で
黄
褐
色
の
花
茎
を
伸
ば
し

、

赤
紫
色
の
筒
型
で
横
向
き
に
咲

く

。
花
弁
の
長
さ
は
約
３
㎝

。

和
名
は
形
が
マ
ド
ロ
ス
パ
イ
プ

に
似
る
こ
と
に
よ
る

。

花
期
は
八
～

一
〇
月

屋

久

島

ご

神

山

祭

り

＆

ド

ラ

ゴ

ン

ボ

ー

ト

八
月
一
日
か
ら
二
日
に
掛
け

て
ご
神
山
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し

た

。
こ
の
祭
り
は
山
岳
信
仰
の

伝

統

を

継

承

し

｢

ご

神

火

熾

し

｣

の
神
事
な
ど
屋
久
島
な
ら

で
は
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
体

験
で
き

、
地
域
活
性
化
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、
二
日
に
は
屋
久
島
の

宮
之
浦
川
を
利
用
し
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー

ト
大
会
が
行
わ
れ

、
地
元

地
域
の
子
供
か
ら
男
女
を
問
わ

ず
多
く
の
チ
ー

ム
が
参
加
し
た

そ
の
中
で

、
森
林
管
理
署
と
保

全
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
混
成
チ
ー

ム
で
出
場
し

、
本
戦

、
敗
者
復

活
戦

、
決
勝
の
都
合
三
戦
奮
闘

し
た
と
こ
ろ
で
す

。

今
後
も
地
域
の
行
事
に
積
極

的
に
参
加
し
な
が
ら
山
岳
部
に

お
け
る
巡
視
活
動
に
向
け
体
力

作
り
を
図

っ
て
い
き
ま
す

。
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愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

屋久島生態系モニタリング 平
成
二
一
年
度
屋
久
島
世

界

遺

産

地

域

連

絡

会

議

幹

事

会

に

よ

り

課

題

と

対

策

の

方

向

性

を

検

討

八
月
二
八
日

、
鹿
児
島
市
に

お
い
て

、
九
州
森
林
管
理
局
を

は
じ
め

九

州

地

方

環

境

事

務

所

、
鹿
児
島
県

、
屋
久
島
町
か

ら
関
係
課
長
等
出
席
の
も
と
平

成
二
一
年
度
世
界
遺
産
地
域
連

絡
会
議
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し

た

。本
会
議
は

、
屋
久
島
世
界
遺

産
地
域
の
適
正
な
保
全
管
理
の

推
進
を
図
る
た
め

、
関
係
機
関

相
互
の
連
絡
調
整
を
行
う
世
界

遺
産
地
域
連
絡
会
議
の
運
営
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す

。

今
回
の
会
合
で
は

、
主
に
①

各
機
関
の
事
業
実
績
と
事
業
計

画

、
②
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域

各意見を検討・調整している幹事会の様子

の
管
理
の
課
題
と
対
策
の
方
向

・愛子岳斜面（標高(600ｍ地点）

草本層では、低木性の樹種としては、ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲ･ｱﾘﾄﾞｵｼが多
く、ｲｽﾞｾﾝﾘｮｳ･ｾﾝﾘｮｳ･ﾏﾝﾘｮｳ等があるが、ﾊｲﾉｷ･ｲｽﾉｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞ
ﾅ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｲﾇｶﾞｼ･ｱﾃﾞｸ･ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ・ｵﾆｸﾛｷ等も出現する。草本類で
は、ﾀｶｻｺﾞｷｼﾞﾉｵ･ﾐﾔﾏﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ･ﾖｺﾞﾚｲﾀﾁｼﾀﾞ類も多い。ﾁｬﾎﾞｼﾗｲﾄｿ
ｳ･ﾔｸｿﾏﾂﾁﾄﾘﾓﾁも出現する。

亜高木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが非常に多く、ついでﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅが多
い。ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾋｻｶｷ･ﾊｲﾉｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｲﾇｶﾞｼも多く出現しており、他
にはｸﾛﾊﾞｲ･ｻｶｷ･ｽﾀﾞｼﾞｲ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ｼﾛﾀﾞﾓ･ｺﾊﾞﾝﾓﾁ･ｼｷﾐ･ｶｸﾚﾐﾉ･ﾓｯｺ
ｸ･ｵｶﾞﾀﾏﾉｷ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ等が生育している。植被率は８５％と高い。
低木層では、個体数が多いのは、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾊｲﾉｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ｲｽﾉ
ｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲ等である。ｽﾀｼﾞｲ･ﾋｻｶｷ･ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ･ﾓｯｺｸ･ﾎ
ｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ﾂｹﾞﾓﾁ･ｵﾆｸﾛｷ等も見られる。

プロットは、登山道に接して基点を設け、北西方向にセンターライ
ンを設定した。尾根の西側急斜面で、平均傾斜角は、３６°であ
る。この場所は、林齢１５４年生の天然林であるが、４０～５０年前
までは、薪炭利用されていた２次林である。
プロットの階層別植生は、高木層では優占種はｽﾀﾞｼﾞｲである。林
冠上層を構成する樹種としては、ｲｽﾉｷ･ﾀﾌﾞﾉｷ･ｻｶｷ･ｱｶｶﾞｼであり、
樹高１２メートル未満には、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ・ｸﾛﾊﾞｲ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･
ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ等が生育する。個体数は少ないが、ﾊｾﾞﾉｷ･ｼﾛﾀﾞﾓ･ｼｷﾐ･ﾋ
ｻｶｷ･ｲﾇｶﾞｼも出現する。

昨
年

(

八
月
十
五
日

)

、
屋

久
島
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
の
森

保

護

管

理

協

議

会

と

ア

サ

ヒ

ビ
ー

ル
グ
ル
ー

プ
と
の
活
動
支

援
協
定
が
結
ば
れ

、
資
金
提
供

(

年
間
三
〇
万
円

)

と
白
谷
雲

水
峡
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

。

今
年
度
の
取
組
と
し
て
十
月

三

日

に

ヤ

ク

ス

ギ

ラ

ン

ド

に

て

、
木
道
の
滑
り
止
め
の
交
換

や
苔
落
と
し

、
看
板
の
清
掃
等

を
実
施
す
る
こ
と
と
し

、
八
月

六
日
に
保
護
協
議
会
メ
ン
バ
ー

と
屋
久
島
町
役
場
商
工
観
光
課

を
交
え
現
地
で
の
打
合
せ
等
が

平

成

二

一

年

度

ア

サ

ヒ

ビ
ー

ル

グ

ル
ー

プ

ボ

ラ

ン

テ

イ

ア

活

動

に

つ

い

て写真は、昨年、白谷雲水峡での
歩道整備の状況

に

、
開

か

れ

た

「
国

民

の

森

林

」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

む
た
め

、
サ
ポ
ー

タ
ー

企
業
に

よ
る
支
援
活
動
を
募
集
し
た
と

こ
ろ

、
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
株
式
会

社
か
ら
協
賛
を
得
ら
れ
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

今
後
も

、
こ
の
よ
う
な
活
動

が
継
続
し
て
行
わ
れ

、
多
く
の

方

々

に

森

林

へ

の

関

心

が

深

ま

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す

。

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

。

こ
の
取
組
は

、

「
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
の
森

」
の
整
備
・
管
理

等
を
円
滑
に
実
施
す
る
と
と
も

森林管理署･保全ｾﾝﾀｰ(赤)
で熱戦の模様

性

、
③
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域

科
学
委
員
会
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
る
と
と
も
に

、
関
係
機
関
か

ら
屋
久
島
町
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
等
に
関
す
る
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た

。

会
議
で
は

、
検
討
し
て
い
る

課
題
に
つ
い
て

、
現
在
実
施
中

の
事
業
或
い
は
今
後
計
画
さ
れ

て
い
る
事
業
と
の
位
置
付
け
と

関
連
性
を
明
確
に
し
て

、
さ
ら

に
着
実
な
課
題
解
決
を
図
る
こ

と
及
び
科
学
委
員
会
の
検
討
に

当
た

っ
て
は
各
機
関
の
情
報
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し

、
連
携
強
化

を
図
る
と
と
も
に

、
委
員
会
の

開
催
に
併
せ
て
地
域
住
民
等
を

対
象
に
各
機
関
の
事
業
説
明
や

研
究
者
の
報
告
を
行
な
う
こ
と

等
を
議
論
し
ま
し
た

。

本
年
度
開
催
予
定
の
本
会
議

に
向
け
て

、
こ
れ
ら
の
具
体
的

な
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
考
え

方
や
取
り
纏
め
方
法
の
調
整
を

図
る
こ
と
を
確
認
し
て
会
議
は

終
了
し
ま
し
た

。



※「この雨量観測は気象業務法６条１項１の研究のために行う気象の観測となっています。」

観測点
宮之浦林道
２３３支線

白 谷
２１６林班

小 杉 谷
事業所跡

永田ｶﾝｶｹ
岳 付 近

大川林道
終 点

淀川登山道
入 口

黒味岳山頂
付 近

標 高 ５００ｍ ５６０ｍ ６８０ｍ ７３０ｍ １,０２０ｍ １,３８０ｍ １,８００ｍ

１月 200.5 欠測 245.0 111.5 欠測 189.5 158.0

２月 215.0 165.0 129.0 58.0 92.0 114.5 67.0

３月 131.0 181.0 (7.0) 106.5 241.0 349.0 129.0

４月 240.0 (154.0) 28.0 130.5 231.0 638.0 225.5

５月 360.5 (58.5) 298.0 566.5 欠測 1,039.5 486.0

６月 53.0 1,059.0 (487.0) 679.5 欠測 1,647.5 917.0

７月 19.5 (1,562.0) 110.0 13.5 0.0 236.0 90.0

８月 64.5 552.0 (45.0) 378.0 521.5 569.5 624.5

９月 333.0 458.5 1,248.0 420.5 677.0 1,253.5 714.5

１０月 欠測 698.5 853.5 113.0 (54.5) 503.0 228.5

１１月 欠測 (363.0) 627.5 192.0 315.5 161.0 278.0

１２月 欠測 284.0 182.5 179.5 249.5 207.0 214.5

合 計 1,617.0 5,252.5 5,676.0 2,949.0 2,519.5 6,908.0 4,132.5

※ ( )書きは月の一部を集計しているもの。

『洋上アルプスNO.１７４号裏面』屋久島森林環境保全センター

保全ｾﾝﾀｰ

５ｍ

欠測

234.5

663.5

欠測

39.0

144.0

平 成 ２ ０年月別 ・ 地点別雨量観測データ

標 高 別 雨 量 比 較 表
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１１
月
１２
月

小杉谷事業所跡 ６８０ｍ 永田ｶﾝｶｹ岳付近 ７３０ｍ
淀川登山道入口 １,３８０ｍ


